
◆学びづくり
　〇自己調整しながら基礎的・基本的な内容を確実に定着できる学び
　〇仲間と協働し、新たな価値や納得解を創造する探究的な学び

◆心づくり
　〇非認知能力を高め、生き抜く力を育む豊かな心、たくましい体づくり
　〇自分も仲間も大切にするためによく考え、行動できる人権教育の推進
　〇白川村の将来の創り手を育てる村民学のアップデート

◆仲間づくり
　〇当事者意識をもち、自分や自分たちの生活をよりよくしようと取り組む

ことができる活動づくり
　〇自己指導能力を高める活動づくり

学園の教育目標

志を高くもって失敗を恐れず挑戦し、最後までやり抜く力挑　戦

創　造

貢　献

ひとりだち

■育成をめざす資質・能力

誰もが９年先の自分を描き、 
　　９年前を振り返ることができる学校教育目標・教育課程

結クラス…１～９年生縦割り６班での活動（結クラスweek、結ク　　ラス遊び、結クラス給食、結クラス遠足、結クラストーク等）

（小学校学習指導要領を準用）
後 期 課 程

（中学校学習指導要領を準用）

低ブロック低ブロック 中ブロック中ブロック 高ブロック高ブロック
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

健康で意欲的な子ども

〇心と身体の健康を育む
〇挑戦する意欲を大切に
する

○豊かな人間関係を築く
○自然や社会と触れ合う
体験を大切にする

〇なりたい自分実現
・進路選択、進路実現
〇自分の成長の実感
・９年間の確かな足跡をも
とに自信と誇りに結ぶ
〇ふるさと白川村に誇りを
もって生きる
・ふるさと白川村を心の拠
り所として、グローバル
な視野で活躍できる

白川保育園

課　程

ブロック

教科授業
英語授業
村民学

ふるさと学習
ひとりだち学習

白 川 郷  学 園 15歳のひとりだち

1

学　年

ブロック
各学年

全校

教職員 低ブロック長・１～４年生担任・教務主任・栄養教諭

配置可能な教科で教科担任制
年間 17ｈ・18ｈ

大好きな自然

困り感って？ 家族の困り感 社会の困り感 解決策実践１ 解決策実践２ 観光客の困り感

自然を生かす 自然との共生 合掌造り 伝統行事・芸能 白川村観光大使

□学園行事（入学式、１年生を迎える会、部活動壮行会、体育大会、９年　　生ありがとうの会、卒業式）
□学園集会（児童生徒会主催）…１～９年生が一同に会し児童生徒会の　　取組を考える
□学園リーダープロジェクト…各学年がそれぞれの役割を担って全校の　　ために活動を行う

□低ブロック集会
□保育園交流（１年生）

□中ブロック集会
□部活動体験
□修学旅行（６年生）

□高ブロック集会　
□部活動入部（任意）・制服着用
□宿泊研修（８年生）
□研修旅行（９年生）

年間 35ｈ 年間 70ｈ 年間 140ｈ
教科担任制を　　ゆるやかに拡大 完全教科担任制、教科センター方式

中ブロック長・５，６年生担任
副担任・養護教諭

高ブロック長・７～９年生担任・養護教諭

前 期 課 程

互いのよさや違いを認め合いながら新たな価値を創り出す力

自分も他人も幸せになることを考え、行動できる力

保育園交流（１年生）
卒業証書授与式

白川郷学園ビジネスコンテスト
(７～９年生合同、興味・関心別グループ編成 )

◆学びづくり
　〇自己調整しながら基礎的・基本的な内容を確実に定着できる学び
　〇仲間と協働し、新たな価値や納得解を創造する探究的な学び

◆心づくり
　〇非認知能力を高め、生き抜く力を育む豊かな心、たくましい体づくり
　〇自分も仲間も大切にするためによく考え、行動できる人権教育の推進
　〇白川村の将来の創り手を育てる村民学のアップデート

◆仲間づくり
　〇当事者意識をもち、自分や自分たちの生活をよりよくしようと取り組む

ことができる活動づくり
　〇自己指導能力を高める活動づくり

学園の教育目標

志を高くもって失敗を恐れず挑戦し、最後までやり抜く力挑　戦

創　造

貢　献

ひとりだち

■育成をめざす資質・能力

誰もが９年先の自分を描き、 
　　９年前を振り返ることができる学校教育目標・教育課程

結クラス…１～９年生縦割り６班での活動（結クラスweek、結ク　　ラス遊び、結クラス給食、結クラス遠足、結クラストーク等）

（小学校学習指導要領を準用）
後 期 課 程

（中学校学習指導要領を準用）

低ブロック低ブロック 中ブロック中ブロック 高ブロック高ブロック
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

健康で意欲的な子ども

〇心と身体の健康を育む
〇挑戦する意欲を大切に
する

○豊かな人間関係を築く
○自然や社会と触れ合う
体験を大切にする

〇なりたい自分実現
・進路選択、進路実現
〇自分の成長の実感
・９年間の確かな足跡をも
とに自信と誇りに結ぶ
〇ふるさと白川村に誇りを
もって生きる
・ふるさと白川村を心の拠
り所として、グローバル
な視野で活躍できる

白川保育園

課　程

ブロック

教科授業
英語授業
村民学

ふるさと学習
ひとりだち学習

白 川 郷  学 園 15歳のひとりだち

1

学　年

ブロック
各学年

全校

教職員 低ブロック長・１～４年生担任・教務主任・栄養教諭

配置可能な教科で教科担任制
年間 17ｈ・18ｈ

大好きな自然

困り感って？ 家族の困り感 社会の困り感 解決策実践１ 解決策実践２ 観光客の困り感

自然を生かす 自然との共生 合掌造り 伝統行事・芸能 白川村観光大使

□学園行事（入学式、１年生を迎える会、部活動壮行会、体育大会、９年　　生ありがとうの会、卒業式）
□学園集会（児童生徒会主催）…１～９年生が一同に会し児童生徒会の　　取組を考える
□学園リーダープロジェクト…各学年がそれぞれの役割を担って全校の　　ために活動を行う

□低ブロック集会
□保育園交流（１年生）

□中ブロック集会
□部活動体験
□修学旅行（６年生）

□高ブロック集会　
□部活動入部（任意）・制服着用
□宿泊研修（８年生）
□研修旅行（９年生）

年間 35ｈ 年間 70ｈ 年間 140ｈ
教科担任制を　　ゆるやかに拡大 完全教科担任制、教科センター方式

中ブロック長・５，６年生担任
副担任・養護教諭

高ブロック長・７～９年生担任・養護教諭

前 期 課 程

互いのよさや違いを認め合いながら新たな価値を創り出す力

自分も他人も幸せになることを考え、行動できる力

保育園交流（１年生）
卒業証書授与式

白川郷学園ビジネスコンテスト
(７～９年生合同、興味・関心別グループ編成 )

令和７年度　主な行事予定　

校舎配置図

１学期始業式、入学式（１年）
ドキドキがワクワクにかわる会
（１年生を迎える会）
命を守る訓練
交通安全教室
授業参観・PTA総会・学級懇談会

スポーツテスト（１～９年）
PTA資源リサイクル活動
結クラスweek１（結クラス遠足）
観光大使任命式（6年）
引渡訓練

琴臣先生「和心の授業」
火山学習（７年）
中体連壮行会（１～９年）
部活動中体連
修学旅行（６年）
PTA家庭教育学級講演会　
宿泊研修（８年）、担い手体験（７年）

住民健診（９年）
授業参観・学級懇談会
夏休み前集会
三者懇談（全学年）

１学期終業式
白川郷ふるさとウィーク
２学期始業式
研修旅行（９年）
PTA資源リサイクル活動

地域公開日、未来会議
白川村民文化祭参加（１～９年）
結クラスweek３
飛騨教育事務所指定研修校公表会
茅刈り（６～９年）
琴臣先生「和心の授業」
三者懇談（９年）

薬物乱用防止教室　
三者懇談（１～８年）
冬休み前集会

冬休み明け集会
書初め展（１～９年）　
実力テスト（７～９年）
スキー教室（１～８年）
命を守る訓練

結クラスweek４
９年生ありがとうの会
学級懇談会
標準学力検査（１～６年）

卒業証書授与式（９年）
公立高校入試（９年）
児童・生徒会役員選挙（４～８年）
修了式、離任式

PTA環境整備作業
夏休み明け集会
実力テスト（７～９年）

体育大会　
結クラスweek２
児童生徒会役員選挙（５～９年）
白川郷ふるさとウィーク
火山学習（７年）

4月 10月

11月

12月

1月

2月

3月

5月

6月

7月

8月

9月

節目となる行事　　児童・生徒会行事　　PTA活動

入学式（１年）

結クラス遠足

琴臣先生「和心の授業」

担い手体験（７年）

体育大会

研修旅行（９年生）

茅刈り（６～９年生）

地域公開日での未来会議

雪上運動会

９年生ありがとうの会

15才の「ひとりだち」に責任をもつ

義務教育学校（H29～）コミュニティ・スクール（H25～）
白川村立白川郷学園

「夢」「ひとりだち」応援

令和７年度版 【開校９年目】

〒501-5629  岐阜県大野郡白川村鳩谷614番地の1
TEL（05769）6-1366　FAX（05769）6-1903
E-mail:shirakawago-gakuen@shirakawa-go.org
https://www.shirakawa-go.org/school/



◆学びづくり
　〇自己調整しながら基礎的・基本的な内容を確実に定着できる学び
　〇仲間と協働し、新たな価値や納得解を創造する探究的な学び

◆心づくり
　〇非認知能力を高め、生き抜く力を育む豊かな心、たくましい体づくり
　〇自分も仲間も大切にするためによく考え、行動できる人権教育の推進
　〇白川村の将来の創り手を育てる村民学のアップデート

◆仲間づくり
　〇当事者意識をもち、自分や自分たちの生活をよりよくしようと取り組む

ことができる活動づくり
　〇自己指導能力を高める活動づくり

学園の教育目標

志を高くもって失敗を恐れず挑戦し、最後までやり抜く力挑　戦

創　造

貢　献

ひとりだち

■育成をめざす資質・能力

誰もが９年先の自分を描き、 
　　９年前を振り返ることができる学校教育目標・教育課程

結クラス…１～９年生縦割り６班での活動（結クラスweek、結ク　　ラス遊び、結クラス給食、結クラス遠足、結クラストーク等）

（小学校学習指導要領を準用）
後 期 課 程

（中学校学習指導要領を準用）

低ブロック低ブロック 中ブロック中ブロック 高ブロック高ブロック
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

健康で意欲的な子ども

〇心と身体の健康を育む
〇挑戦する意欲を大切に
する

○豊かな人間関係を築く
○自然や社会と触れ合う
体験を大切にする

〇なりたい自分実現
・進路選択、進路実現
〇自分の成長の実感
・９年間の確かな足跡をも
とに自信と誇りに結ぶ

〇ふるさと白川村に誇りを
もって生きる

・ふるさと白川村を心の拠
り所として、グローバル
な視野で活躍できる

白川保育園

課　程

ブロック

教科授業
英語授業
村民学

ふるさと学習
ひとりだち学習

白 川 郷  学 園 15歳のひとりだち

1

学　年

ブロック
各学年

全校

教職員 低ブロック長・１～４年生担任・教務主任・栄養教諭

配置可能な教科で教科担任制
年間 17ｈ・18ｈ

大好きな自然

困り感って？ 家族の困り感 社会の困り感 解決策実践１ 解決策実践２ 観光客の困り感

自然を生かす 自然との共生 合掌造り 伝統行事・芸能 白川村観光大使

□学園行事（入学式、１年生を迎える会、部活動壮行会、体育大会、９年　　生ありがとうの会、卒業式）
□学園集会（児童生徒会主催）…１～９年生が一同に会し児童生徒会の　　取組を考える
□学園リーダープロジェクト…各学年がそれぞれの役割を担って全校の　　ために活動を行う

□低ブロック集会
□保育園交流（１年生）

□中ブロック集会
□部活動体験
□修学旅行（６年生）

□高ブロック集会　
□部活動入部（任意）・制服着用
□宿泊研修（８年生）
□研修旅行（９年生）

年間 35ｈ 年間 70ｈ 年間 140ｈ
教科担任制を　　ゆるやかに拡大 完全教科担任制、教科センター方式

中ブロック長・５，６年生担任
副担任・養護教諭

高ブロック長・７～９年生担任・養護教諭

前 期 課 程

互いのよさや違いを認め合いながら新たな価値を創り出す力

自分も他人も幸せになることを考え、行動できる力

保育園交流（１年生）
卒業証書授与式

白川郷学園ビジネスコンテスト
(７～９年生合同、興味・関心別グループ編成 )



【飛騨教育事務所研修校指定（Ｈ30～）】
新たな価値を創造する子の育成
次の学びにつながる「主体性」「見方・考え方」

「知識・技能・概念等」の育成
学習指導2 活動と活動をつなぎ、自主的・

自治的な態度を身に付ける特別活動3
郷土を愛する心をもって自ら未来を切り拓き、
新たな価値を生み出していく力の育成

～「白川村の担い手」から「未来社会の創り手」へ～

「特別の教科」

村民学4 ふるさと白川郷を愛し
未来につなぐ白川っ子を育てたい
～将来の担い手・創り手を育む～

コミュニティ・
スクール5

1年1年
あいさつ

2年2年
げんき

3年3年
給 食

4年4年
コーラス

5年5年
図書・学習

6年6年
環 境

7年7年
健 康

8年8年
生 活

9年9年
結クラス

ふるさと学習ふるさと学習 ひとりだち学習ひとりだち学習

学校運営協議会 

・学校運営の基本方針の承認
・必要な支援等に関する協議
・各部会の活動内容等の協議
・学校評価　　など

将来の担い手・創り手として今　育みたいこと 
◆自己を鍛え伸ばす

【挑戦】
◆相手意識を高める
【人とのつながり】

学校運営協議会と学園職員との熟議

学園では、家庭・地域と共
に未来につなが
る生きる力を育
む学びを進めて
いきます。

僕たちは、いろいろな体験や
人との関わりを通して、知恵

や技、新しいこと
への挑戦や創造を
楽しく学びます。

家庭では、子どもの良さや
個性を引き出し、
夢をもって何でも
挑戦していけるよ
う支えていきます。

地域では、人との関わりの場
や体験や挑戦の
場、貢献や活躍の
場などを増やして
いきます。

学校支援部 地域活動部 家庭サポート部

・地域人材バンク整理
・地域教材収集　など

■活動例
　部会で収集した、デジタル教
材「ゆめ動画」の活用方法につい
て児童生徒会執行部と話し合い、
生徒の意見を取り入れました。

・子どもと大人の関わりづくり
・子どもの活躍、挑戦の場づくり　など

■活動例
　あいさつLPの１年生と共に考
えた、「あいさつにこにこキャン
ペーン」を実施し、これまで以
上に地域の方の朝の声かけが増
えてきました。

・学欲向上に向けた計画シート作成
・テストの振り返り学習シート作成　など

■活動例
　新たに、後期生徒向け「実力テ
スト振り返り学習シート」を作成
しました。自己を見つめ、次への
学びにつなげる生徒の頑張りに、ひ
とことコメントで応援しています。

　義務教育学校ならではの教育課程の編成や教員配置、教育環境などを強みに、子どもたち一人ひとりが学びの主
体者として楽しく学んでいます。
　子どもたちが教科と教科、教科と村民学のつながりや教科内の学びのつながりを自覚し、問題意識をもち、課題
や方法等を自己選択・自己決定したり、試行錯誤したりしながら粘り強く考え、学びの変容を自覚できるようにす
ることで、新たな価値を創造する子の育成を目指しています。

　自主的・自治的な態度やコミュニケーション能力等の育成をめざし、縦割り集団活動や委員会活動等において、
工夫をしています。

　白川村村民憲章をベースに各学年のテーマを設定した「ふるさと学習」
で、白川村の魅力と関わる方々の想いを学びます。その上に、今年度よりス
タートしたアントレプレナーシップ教育「ひとりだち学習」で、「困り感」
を解決する過程を体験し、未来社会の創り手へとつなぎます。

　教科専門性を生かした指導によって、深い学びを生み出すために、教科
担任制を推進しています。低ブロックでは、配置可能な教科で実施し、学
年が上がるごとに緩やかに拡大し、後期課程では完全実施しています。
　また、後期課程では、各教科の教科教室にて授業を行っています。教科特有の備品（学習用
具）や学び方や学習の足跡等の掲示物により、教科の空気を感じながら学びを深めています。

　前期、後期課程間で教職員の移動ができることで教科担任制を行いやすく
したり、全校が落ち着いた環境下で学習ができるようにしたりするため、日
課（ダイヤ）を統一しています。
　前期課程では45分授業を基本とし、その後５分間を復習や仲間や先生に
質問する時間とするなど、柔軟に活用しています。

前期、後期課程同一の日課運用前期、後期課程同一の日課運用
　「結クラス」で、授業を除く１日の活動を１週間共に行います。LPをもとに一人一役を担い、
責任を果たそうと頑張る中で、上級生へのあこがれや一人ひとりの自己有用感を生み出していま
す。以下が具体的な活動内容です。

　いわゆる委員会活動を、学年による縦割りではなく、各学年が担っ
ています（下図参照）。どの学年も全校を見つめ、全校のためにできる
ことを考えて発信し、全校のリーダーとなることができます。

　業間（青空タイム）の遊びを自分たちで考
え、９学年がそろって楽しみます。

 全校テーマ（学校生活に関すること、自分た
ちが興味をもっていることなど）を決め、結
クラスごとに意見交流を行います。

１～９年生縦割り集団「結クラス」による「結クラスウイーク」の実施（年間４回）１～９年生縦割り集団「結クラス」による「結クラスウイーク」の実施（年間４回）

「リーダープロジェクト（LP）」による児童生徒会活動「リーダープロジェクト（LP）」による児童生徒会活動

「教科担任制」の実施と教科教室の設置「教科担任制」の実施と教科教室の設置

　校内Wi-fi環境下で一人一台タブレット端末を活用した授業改善を進め
ています。全教科で導入しているデジタル教科書や教員が独自に作成し
た教材を各教室備え付けのプロジェクターで黒板に投影して授業を進め
たり、学習支援ソフト（ドリルアプリ）を使った基礎的・基本的な内容の定着、授業支援ソフト
を使った協働的な学びを行ったりと、授業改善を加速させています。

授業におけるICT機器等の有効活用授業におけるICT機器等の有効活用

　特別の教育課程を編成し、１、２年生では「触れる、楽しむ」英語授
業を年間18時間、３、４年生では「慣れる、親しむ」英語授業を年間
35時間実施しています。また、週１回昼休みに「グローバルタイム」を
実施し、ALTを中心に子どもたちが英語を楽しむ時間を生み出しています。このことは、白川村
の魅力を世界に発信したり、国外からの来訪者と主体的にコミュニケーションを図ったりできる
グローバル人材の育成にも寄与しています。

１年生から触れ、親しむ英語学習１年生から触れ、親しむ英語学習

結クラス遊び

 ランチルームで、楽しくコミュニケーション
を図りながら、給食をいただきます。

結クラス給食

 結クラスウイーク
１回目（５月）の期
間中に実施し、荻町
地内へ出かけます。

結クラス給食

　環境リーダーの６年生を中心に役割分担をし、
掃除を行います。優しく教える姿が素敵です。

結クラス掃除

結クラストーク

　児童生徒会スローガンの達成を目指し、全校を見つめます。仲間のよさや頑張りを集会や
放送で紹介したり、学園の問題点をLP長会で投げかけたりして、学園の生活を高めます。

　各学級の代表（LP長）が月１回程度集まり、活動の状況を報告したり、学園全体の課題を
共有し、解決策を検討したりして、学園の生活を高めます。

生徒会執行部

LP長会
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　本物に触れる豊かな体験を通して、白川村、村
民の中に根付いている魅力を体得し、表現してい
く力を育てる

　春夏秋冬、白川村の魅力を五感で感じながら、
季節によっていろいろな楽しみ方があることを
学びます。白川村の自然の魅力を、家族や地域の人に語ります。

＊「サバイバル学習」や「白川びと学」等においても、自然や地域を学んでいます。

　社会の中にある「困り感」から課題を見いだ
し、それらを解決するために仲間と協働して挑戦
したり失敗を生かしながらやり抜いたりすること
を通して、社会の一員として新たな価値を創り出
していく力を育てる白川村の自然の中でたっぷり楽しむ１年生

　いくつかのテーマをもとに、誰がどんな困り感をもっているか調査し、興味をもった困り感を選択して、解決のため
の方法をアイデアシートに記します。目的別異年齢のチームを編成し、社長、販売、製造・調達、広報、会計等の役割
分担を行い、ビジネスモデルを作成してアイデアを練り上げます。

「白川郷学園ビジネスコンテスト」（７～９年合同、興味、関心別のグループ）７～９年生

　身の回りにある物がどんな困り感から創り出さ
れたのか、クイズをつくりながら考えます。

困り感（課題）を見つける
「これってどうしてつくられたの？」１年生

　家族の困り感を解決するための道具を発明し、設計図を書こ
う。発明道具の設計図をプレゼンし評価し合います。

身近な困り感の解決策を考える
「家族の困りごとを解決する発明！」２年生

　日常で使うコップ。使う人や使う場面によっ
て生じる困り感を調査します。
　そして、その困り感の解決のためのコップデ
ザインを考え、そのデザインのアイデア大会
（プレゼン）を行います。

社会の困り感（課題）を見つけ、解決策を考える
「コップのデザイン、アイデアピッチ大会」３年生

　旧遠山家の学芸員さんから、来館者数を伸ば
したいという願いを聞き、オリジナル商品開発
に向けて市場調査をします。
　調査結果をもとに商品開発（試作品、設計
図、レシピ）し、プレゼンをします。

実際の社会の困り感（課題）を調査し、解決する
実践１「旧遠山家　オリジナル商品開発プロジェクト」４年生

　起業体験プログラムから会社の立ち上げの仕方
を学びます。（加えて、ふるさと学習「観光ガイ
ド」を、観光客の視点で質的に高めます。）

会社立ち上げから決算までを学ぶ
「ビジネスチャレンジ！」６年生

　自然に関わる仕事や活動を体験し、自然を大
切にすることの意味やよさを考えます。また、
自然を大切にするために、自分たちが出来ることを仲間、地域
の方、家族と考え合います。

自然にかかわる仕事や活動を体験する２年生

　合掌造りについて、他地域と比較したり、そ
の技術を体験したりします。その中で、合掌造
りを未来に繋ぐために何ができるのか、伝統を守ることの大切
さや難しさについて、自分たちなりに考え合います。

合掌造りを未来に繋ぐための不変と変化
を考える４年生

　村の魅力を自然・伝統・芸能の視点から見つ
め直し、その魅力を守ることの価値について考
えます。また、村の『観光大使』として、村を訪れる人たちや
村内の人たちに、自分たちが考える白川村の魅力を発信します。

これまでの学びを見つめ、白川村の魅力
を考え、発信する６年生

　伝統行事や芸能について、実際に地域の方へ取材
し、伝統行事や芸能の体験をします。その中で、そ
れらを未来に繋ぐためには、どんな「不変」や「変
化」が必要なのか、４年生での学びを生かしながら、未来へ継
承することの意味や方法を考え合います。

祭りや伝統芸能などを未来に繋ぐための
不変と変化を考える５年生

自然を生かした豊かな（楽しい）生活の仕方を
考える３年生

　山々に囲まれ、厳しい冬の中で工夫してきた村
民の知恵や技を学びます。また、現在の自然を生
かした豊かな（楽しい）生活の仕方を見つめ、自
分たちも自然を生かした楽しく豊かな生活の仕方を考えます。

　南部地区のしらみずの湯の事業者から「平
瀬をさらに盛り上げ、来場者を増やすための
単品メニューを開発してほしい」という依頼
を受け、市場調査をもとに、試行錯誤を重ね
てメニュー開発を行います。

実際の社会の困り感（課題）を調査し、解決する
実践２「しらみずの湯　学園定食プロジェクト」５年生

学園・家庭・地域の共通の願い 

将来の担い手・創り手を育む
ふるさと白川郷を愛し、未来につなぐ白川っ子を育てたい

地域・家庭学　園

子どもたちの「やってみた
い！」を後押しします。 
◆挑戦（自己を鍛え伸ばす）

「子どもと大人がともに楽し
める地域」をめざします。 
◆人とのつながり（相手意識を高める）

「子どもたちの学欲アップ」
をめざします。
◆挑戦（自己を鍛え伸ばす）

結クラス遠足

（年間を通して水曜日業間実施） （ウイーク期間外の実施もある）

LP長会

令和７年度日課表

社会科教室での授業

ICT活用授業

グローバルタイム



【飛騨教育事務所研修校指定（Ｈ30～）】
新たな価値を創造する子の育成
次の学びにつながる「主体性」「見方・考え方」

「知識・技能・概念等」の育成
学習指導2 活動と活動をつなぎ、自主的・

自治的な態度を身に付ける特別活動3
郷土を愛する心をもって自ら未来を切り拓き、
新たな価値を生み出していく力の育成

～「白川村の担い手」から「未来社会の創り手」へ～

「特別の教科」

村民学4 ふるさと白川郷を愛し
未来につなぐ白川っ子を育てたい
～将来の担い手・創り手を育む～

コミュニティ・
スクール5

1年1年
あいさつ

2年2年
げんき

3年3年
給 食

4年4年
コーラス

5年5年
図書・学習

6年6年
環 境

7年7年
健 康

8年8年
生 活

9年9年
結クラス

ふるさと学習ふるさと学習 ひとりだち学習ひとりだち学習

学校運営協議会 

・学校運営の基本方針の承認
・必要な支援等に関する協議
・各部会の活動内容等の協議
・学校評価　　など

将来の担い手・創り手として今　育みたいこと 
◆自己を鍛え伸ばす

【挑戦】
◆相手意識を高める
【人とのつながり】

学校運営協議会と学園職員との熟議

学園では、家庭・地域と共
に未来につなが
る生きる力を育
む学びを進めて
いきます。

僕たちは、いろいろな体験や
人との関わりを通して、知恵

や技、新しいこと
への挑戦や創造を
楽しく学びます。

家庭では、子どもの良さや
個性を引き出し、
夢をもって何でも
挑戦していけるよ
う支えていきます。

地域では、人との関わりの場
や体験や挑戦の
場、貢献や活躍の
場などを増やして
いきます。

学校支援部 地域活動部 家庭サポート部

・地域人材バンク整理
・地域教材収集　など

■活動例
　部会で収集した、デジタル教
材「ゆめ動画」の活用方法につい
て児童生徒会執行部と話し合い、
生徒の意見を取り入れました。

・子どもと大人の関わりづくり
・子どもの活躍、挑戦の場づくり　など

■活動例
　あいさつLPの１年生と共に考
えた、「あいさつにこにこキャン
ペーン」を実施し、これまで以
上に地域の方の朝の声かけが増
えてきました。

・学欲向上に向けた計画シート作成
・テストの振り返り学習シート作成　など

■活動例
　新たに、後期生徒向け「実力テ
スト振り返り学習シート」を作成
しました。自己を見つめ、次への
学びにつなげる生徒の頑張りに、ひ
とことコメントで応援しています。

　義務教育学校ならではの教育課程の編成や教員配置、教育環境などを強みに、子どもたち一人ひとりが学びの主
体者として楽しく学んでいます。
　子どもたちが教科と教科、教科と村民学のつながりや教科内の学びのつながりを自覚し、問題意識をもち、課題
や方法等を自己選択・自己決定したり、試行錯誤したりしながら粘り強く考え、学びの変容を自覚できるようにす
ることで、新たな価値を創造する子の育成を目指しています。

　自主的・自治的な態度やコミュニケーション能力等の育成をめざし、縦割り集団活動や委員会活動等において、
工夫をしています。

　白川村村民憲章をベースに各学年のテーマを設定した「ふるさと学習」
で、白川村の魅力と関わる方々の想いを学びます。その上に、今年度よりス
タートしたアントレプレナーシップ教育「ひとりだち学習」で、「困り感」
を解決する過程を体験し、未来社会の創り手へとつなぎます。

　教科専門性を生かした指導によって、深い学びを生み出すために、教科
担任制を推進しています。低ブロックでは、配置可能な教科で実施し、学
年が上がるごとに緩やかに拡大し、後期課程では完全実施しています。
　また、後期課程では、各教科の教科教室にて授業を行っています。教科特有の備品（学習用
具）や学び方や学習の足跡等の掲示物により、教科の空気を感じながら学びを深めています。

　前期、後期課程間で教職員の移動ができることで教科担任制を行いやすく
したり、全校が落ち着いた環境下で学習ができるようにしたりするため、日
課（ダイヤ）を統一しています。
　前期課程では45分授業を基本とし、その後５分間を復習や仲間や先生に
質問する時間とするなど、柔軟に活用しています。

前期、後期課程同一の日課運用前期、後期課程同一の日課運用
　「結クラス」で、授業を除く１日の活動を１週間共に行います。LPをもとに一人一役を担い、
責任を果たそうと頑張る中で、上級生へのあこがれや一人ひとりの自己有用感を生み出していま
す。以下が具体的な活動内容です。

　いわゆる委員会活動を、学年による縦割りではなく、各学年が担っ
ています（下図参照）。どの学年も全校を見つめ、全校のためにできる
ことを考えて発信し、全校のリーダーとなることができます。

　業間（青空タイム）の遊びを自分たちで考
え、９学年がそろって楽しみます。

 全校テーマ（学校生活に関すること、自分た
ちが興味をもっていることなど）を決め、結
クラスごとに意見交流を行います。

１～９年生縦割り集団「結クラス」による「結クラスウイーク」の実施（年間４回）１～９年生縦割り集団「結クラス」による「結クラスウイーク」の実施（年間４回）

「リーダープロジェクト（LP）」による児童生徒会活動「リーダープロジェクト（LP）」による児童生徒会活動

「教科担任制」の実施と教科教室の設置「教科担任制」の実施と教科教室の設置

　校内Wi-fi環境下で一人一台タブレット端末を活用した授業改善を進め
ています。全教科で導入しているデジタル教科書や教員が独自に作成し
た教材を各教室備え付けのプロジェクターで黒板に投影して授業を進め
たり、学習支援ソフト（ドリルアプリ）を使った基礎的・基本的な内容の定着、授業支援ソフト
を使った協働的な学びを行ったりと、授業改善を加速させています。

授業におけるICT機器等の有効活用授業におけるICT機器等の有効活用

　特別の教育課程を編成し、１、２年生では「触れる、楽しむ」英語授
業を年間18時間、３、４年生では「慣れる、親しむ」英語授業を年間
35時間実施しています。また、週１回昼休みに「グローバルタイム」を
実施し、ALTを中心に子どもたちが英語を楽しむ時間を生み出しています。このことは、白川村
の魅力を世界に発信したり、国外からの来訪者と主体的にコミュニケーションを図ったりできる
グローバル人材の育成にも寄与しています。

１年生から触れ、親しむ英語学習１年生から触れ、親しむ英語学習

結クラス遊び

 ランチルームで、楽しくコミュニケーション
を図りながら、給食をいただきます。

結クラス給食

 結クラスウイーク
１回目（５月）の期
間中に実施し、荻町
地内へ出かけます。

結クラス給食

　環境リーダーの６年生を中心に役割分担をし、
掃除を行います。優しく教える姿が素敵です。

結クラス掃除

結クラストーク

　児童生徒会スローガンの達成を目指し、全校を見つめます。仲間のよさや頑張りを集会や
放送で紹介したり、学園の問題点をLP長会で投げかけたりして、学園の生活を高めます。

　各学級の代表（LP長）が月１回程度集まり、活動の状況を報告したり、学園全体の課題を
共有し、解決策を検討したりして、学園の生活を高めます。

生徒会執行部

LP長会
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　本物に触れる豊かな体験を通して、白川村、村
民の中に根付いている魅力を体得し、表現してい
く力を育てる

　春夏秋冬、白川村の魅力を五感で感じながら、
季節によっていろいろな楽しみ方があることを
学びます。白川村の自然の魅力を、家族や地域の人に語ります。

＊「サバイバル学習」や「白川びと学」等においても、自然や地域を学んでいます。

　社会の中にある「困り感」から課題を見いだ
し、それらを解決するために仲間と協働して挑戦
したり失敗を生かしながらやり抜いたりすること
を通して、社会の一員として新たな価値を創り出
していく力を育てる白川村の自然の中でたっぷり楽しむ１年生

　いくつかのテーマをもとに、誰がどんな困り感をもっているか調査し、興味をもった困り感を選択して、解決のため
の方法をアイデアシートに記します。目的別異年齢のチームを編成し、社長、販売、製造・調達、広報、会計等の役割
分担を行い、ビジネスモデルを作成してアイデアを練り上げます。

「白川郷学園ビジネスコンテスト」（７～９年合同、興味、関心別のグループ）７～９年生

　身の回りにある物がどんな困り感から創り出さ
れたのか、クイズをつくりながら考えます。

困り感（課題）を見つける
「これってどうしてつくられたの？」１年生

　家族の困り感を解決するための道具を発明し、設計図を書こ
う。発明道具の設計図をプレゼンし評価し合います。

身近な困り感の解決策を考える
「家族の困りごとを解決する発明！」２年生

　日常で使うコップ。使う人や使う場面によっ
て生じる困り感を調査します。
　そして、その困り感の解決のためのコップデ
ザインを考え、そのデザインのアイデア大会
（プレゼン）を行います。

社会の困り感（課題）を見つけ、解決策を考える
「コップのデザイン、アイデアピッチ大会」３年生

　旧遠山家の学芸員さんから、来館者数を伸ば
したいという願いを聞き、オリジナル商品開発
に向けて市場調査をします。
　調査結果をもとに商品開発（試作品、設計
図、レシピ）し、プレゼンをします。

実際の社会の困り感（課題）を調査し、解決する
実践１「旧遠山家　オリジナル商品開発プロジェクト」４年生

　起業体験プログラムから会社の立ち上げの仕方
を学びます。（加えて、ふるさと学習「観光ガイ
ド」を、観光客の視点で質的に高めます。）

会社立ち上げから決算までを学ぶ
「ビジネスチャレンジ！」６年生

　自然に関わる仕事や活動を体験し、自然を大
切にすることの意味やよさを考えます。また、
自然を大切にするために、自分たちが出来ることを仲間、地域
の方、家族と考え合います。

自然にかかわる仕事や活動を体験する２年生

　合掌造りについて、他地域と比較したり、そ
の技術を体験したりします。その中で、合掌造
りを未来に繋ぐために何ができるのか、伝統を守ることの大切
さや難しさについて、自分たちなりに考え合います。

合掌造りを未来に繋ぐための不変と変化
を考える４年生

　村の魅力を自然・伝統・芸能の視点から見つ
め直し、その魅力を守ることの価値について考
えます。また、村の『観光大使』として、村を訪れる人たちや
村内の人たちに、自分たちが考える白川村の魅力を発信します。

これまでの学びを見つめ、白川村の魅力
を考え、発信する６年生

　伝統行事や芸能について、実際に地域の方へ取材
し、伝統行事や芸能の体験をします。その中で、そ
れらを未来に繋ぐためには、どんな「不変」や「変
化」が必要なのか、４年生での学びを生かしながら、未来へ継
承することの意味や方法を考え合います。

祭りや伝統芸能などを未来に繋ぐための
不変と変化を考える５年生

自然を生かした豊かな（楽しい）生活の仕方を
考える３年生

　山々に囲まれ、厳しい冬の中で工夫してきた村
民の知恵や技を学びます。また、現在の自然を生
かした豊かな（楽しい）生活の仕方を見つめ、自
分たちも自然を生かした楽しく豊かな生活の仕方を考えます。

　南部地区のしらみずの湯の事業者から「平
瀬をさらに盛り上げ、来場者を増やすための
単品メニューを開発してほしい」という依頼
を受け、市場調査をもとに、試行錯誤を重ね
てメニュー開発を行います。

実際の社会の困り感（課題）を調査し、解決する
実践２「しらみずの湯　学園定食プロジェクト」５年生

学園・家庭・地域の共通の願い 

将来の担い手・創り手を育む
ふるさと白川郷を愛し、未来につなぐ白川っ子を育てたい

地域・家庭学　園

子どもたちの「やってみた
い！」を後押しします。 
◆挑戦（自己を鍛え伸ばす）

「子どもと大人がともに楽し
める地域」をめざします。 
◆人とのつながり（相手意識を高める）

「子どもたちの学欲アップ」
をめざします。
◆挑戦（自己を鍛え伸ばす）

結クラス遠足

（年間を通して水曜日業間実施） （ウイーク期間外の実施もある）

LP長会

令和７年度日課表

社会科教室での授業

ICT活用授業

グローバルタイム



【飛騨教育事務所研修校指定（Ｈ30～）】
新たな価値を創造する子の育成
次の学びにつながる「主体性」「見方・考え方」

「知識・技能・概念等」の育成
学習指導2 活動と活動をつなぎ、自主的・

自治的な態度を身に付ける特別活動3
郷土を愛する心をもって自ら未来を切り拓き、
新たな価値を生み出していく力の育成

～「白川村の担い手」から「未来社会の創り手」へ～

「特別の教科」

村民学4 ふるさと白川郷を愛し
未来につなぐ白川っ子を育てたい
～将来の担い手・創り手を育む～

コミュニティ・
スクール5

1年1年
あいさつ

2年2年
げんき

3年3年
給 食

4年4年
コーラス

5年5年
図書・学習

6年6年
環 境

7年7年
健 康

8年8年
生 活

9年9年
結クラス

ふるさと学習ふるさと学習 ひとりだち学習ひとりだち学習

学校運営協議会 

・学校運営の基本方針の承認
・必要な支援等に関する協議
・各部会の活動内容等の協議
・学校評価　　など

将来の担い手・創り手として今　育みたいこと 
◆自己を鍛え伸ばす

【挑戦】
◆相手意識を高める
【人とのつながり】

学校運営協議会と学園職員との熟議

学園では、家庭・地域と共
に未来につなが
る生きる力を育
む学びを進めて
いきます。

僕たちは、いろいろな体験や
人との関わりを通して、知恵

や技、新しいこと
への挑戦や創造を
楽しく学びます。

家庭では、子どもの良さや
個性を引き出し、
夢をもって何でも
挑戦していけるよ
う支えていきます。

地域では、人との関わりの場
や体験や挑戦の
場、貢献や活躍の
場などを増やして
いきます。

学校支援部 地域活動部 家庭サポート部

・地域人材バンク整理
・地域教材収集　など

■活動例
　部会で収集した、デジタル教
材「ゆめ動画」の活用方法につい
て児童生徒会執行部と話し合い、
生徒の意見を取り入れました。

・子どもと大人の関わりづくり
・子どもの活躍、挑戦の場づくり　など

■活動例
　あいさつLPの１年生と共に考
えた、「あいさつにこにこキャン
ペーン」を実施し、これまで以
上に地域の方の朝の声かけが増
えてきました。

・学欲向上に向けた計画シート作成
・テストの振り返り学習シート作成　など

■活動例
　新たに、後期生徒向け「実力テ
スト振り返り学習シート」を作成
しました。自己を見つめ、次への
学びにつなげる生徒の頑張りに、ひ
とことコメントで応援しています。

　義務教育学校ならではの教育課程の編成や教員配置、教育環境などを強みに、子どもたち一人ひとりが学びの主
体者として楽しく学んでいます。
　子どもたちが教科と教科、教科と村民学のつながりや教科内の学びのつながりを自覚し、問題意識をもち、課題
や方法等を自己選択・自己決定したり、試行錯誤したりしながら粘り強く考え、学びの変容を自覚できるようにす
ることで、新たな価値を創造する子の育成を目指しています。

　自主的・自治的な態度やコミュニケーション能力等の育成をめざし、縦割り集団活動や委員会活動等において、
工夫をしています。

　白川村村民憲章をベースに各学年のテーマを設定した「ふるさと学習」
で、白川村の魅力と関わる方々の想いを学びます。その上に、今年度よりス
タートしたアントレプレナーシップ教育「ひとりだち学習」で、「困り感」
を解決する過程を体験し、未来社会の創り手へとつなぎます。

　教科専門性を生かした指導によって、深い学びを生み出すために、教科
担任制を推進しています。低ブロックでは、配置可能な教科で実施し、学
年が上がるごとに緩やかに拡大し、後期課程では完全実施しています。
　また、後期課程では、各教科の教科教室にて授業を行っています。教科特有の備品（学習用
具）や学び方や学習の足跡等の掲示物により、教科の空気を感じながら学びを深めています。

　前期、後期課程間で教職員の移動ができることで教科担任制を行いやすく
したり、全校が落ち着いた環境下で学習ができるようにしたりするため、日
課（ダイヤ）を統一しています。
　前期課程では45分授業を基本とし、その後５分間を復習や仲間や先生に
質問する時間とするなど、柔軟に活用しています。

前期、後期課程同一の日課運用前期、後期課程同一の日課運用
　「結クラス」で、授業を除く１日の活動を１週間共に行います。LPをもとに一人一役を担い、
責任を果たそうと頑張る中で、上級生へのあこがれや一人ひとりの自己有用感を生み出していま
す。以下が具体的な活動内容です。

　いわゆる委員会活動を、学年による縦割りではなく、各学年が担っ
ています（下図参照）。どの学年も全校を見つめ、全校のためにできる
ことを考えて発信し、全校のリーダーとなることができます。

　業間（青空タイム）の遊びを自分たちで考
え、９学年がそろって楽しみます。

 全校テーマ（学校生活に関すること、自分た
ちが興味をもっていることなど）を決め、結
クラスごとに意見交流を行います。

１～９年生縦割り集団「結クラス」による「結クラスウイーク」の実施（年間４回）１～９年生縦割り集団「結クラス」による「結クラスウイーク」の実施（年間４回）

「リーダープロジェクト（LP）」による児童生徒会活動「リーダープロジェクト（LP）」による児童生徒会活動

「教科担任制」の実施と教科教室の設置「教科担任制」の実施と教科教室の設置

　校内Wi-fi環境下で一人一台タブレット端末を活用した授業改善を進め
ています。全教科で導入しているデジタル教科書や教員が独自に作成し
た教材を各教室備え付けのプロジェクターで黒板に投影して授業を進め
たり、学習支援ソフト（ドリルアプリ）を使った基礎的・基本的な内容の定着、授業支援ソフト
を使った協働的な学びを行ったりと、授業改善を加速させています。

授業におけるICT機器等の有効活用授業におけるICT機器等の有効活用

　特別の教育課程を編成し、１、２年生では「触れる、楽しむ」英語授
業を年間18時間、３、４年生では「慣れる、親しむ」英語授業を年間
35時間実施しています。また、週１回昼休みに「グローバルタイム」を
実施し、ALTを中心に子どもたちが英語を楽しむ時間を生み出しています。このことは、白川村
の魅力を世界に発信したり、国外からの来訪者と主体的にコミュニケーションを図ったりできる
グローバル人材の育成にも寄与しています。

１年生から触れ、親しむ英語学習１年生から触れ、親しむ英語学習

結クラス遊び

 ランチルームで、楽しくコミュニケーション
を図りながら、給食をいただきます。

結クラス給食

 結クラスウイーク
１回目（５月）の期
間中に実施し、荻町
地内へ出かけます。

結クラス給食

　環境リーダーの６年生を中心に役割分担をし、
掃除を行います。優しく教える姿が素敵です。

結クラス掃除

結クラストーク

　児童生徒会スローガンの達成を目指し、全校を見つめます。仲間のよさや頑張りを集会や
放送で紹介したり、学園の問題点をLP長会で投げかけたりして、学園の生活を高めます。

　各学級の代表（LP長）が月１回程度集まり、活動の状況を報告したり、学園全体の課題を
共有し、解決策を検討したりして、学園の生活を高めます。

生徒会執行部

LP長会
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　本物に触れる豊かな体験を通して、白川村、村
民の中に根付いている魅力を体得し、表現してい
く力を育てる

　春夏秋冬、白川村の魅力を五感で感じながら、
季節によっていろいろな楽しみ方があることを
学びます。白川村の自然の魅力を、家族や地域の人に語ります。

＊「サバイバル学習」や「白川びと学」等においても、自然や地域を学んでいます。

　社会の中にある「困り感」から課題を見いだ
し、それらを解決するために仲間と協働して挑戦
したり失敗を生かしながらやり抜いたりすること
を通して、社会の一員として新たな価値を創り出
していく力を育てる白川村の自然の中でたっぷり楽しむ１年生

　いくつかのテーマをもとに、誰がどんな困り感をもっているか調査し、興味をもった困り感を選択して、解決のため
の方法をアイデアシートに記します。目的別異年齢のチームを編成し、社長、販売、製造・調達、広報、会計等の役割
分担を行い、ビジネスモデルを作成してアイデアを練り上げます。

「白川郷学園ビジネスコンテスト」（７～９年合同、興味、関心別のグループ）７～９年生

　身の回りにある物がどんな困り感から創り出さ
れたのか、クイズをつくりながら考えます。

困り感（課題）を見つける
「これってどうしてつくられたの？」１年生

　家族の困り感を解決するための道具を発明し、設計図を書こ
う。発明道具の設計図をプレゼンし評価し合います。

身近な困り感の解決策を考える
「家族の困りごとを解決する発明！」２年生

　日常で使うコップ。使う人や使う場面によっ
て生じる困り感を調査します。
　そして、その困り感の解決のためのコップデ
ザインを考え、そのデザインのアイデア大会
（プレゼン）を行います。

社会の困り感（課題）を見つけ、解決策を考える
「コップのデザイン、アイデアピッチ大会」３年生

　旧遠山家の学芸員さんから、来館者数を伸ば
したいという願いを聞き、オリジナル商品開発
に向けて市場調査をします。
　調査結果をもとに商品開発（試作品、設計
図、レシピ）し、プレゼンをします。

実際の社会の困り感（課題）を調査し、解決する
実践１「旧遠山家　オリジナル商品開発プロジェクト」４年生

　起業体験プログラムから会社の立ち上げの仕方
を学びます。（加えて、ふるさと学習「観光ガイ
ド」を、観光客の視点で質的に高めます。）

会社立ち上げから決算までを学ぶ
「ビジネスチャレンジ！」６年生

　自然に関わる仕事や活動を体験し、自然を大
切にすることの意味やよさを考えます。また、
自然を大切にするために、自分たちが出来ることを仲間、地域
の方、家族と考え合います。

自然にかかわる仕事や活動を体験する２年生

　合掌造りについて、他地域と比較したり、そ
の技術を体験したりします。その中で、合掌造
りを未来に繋ぐために何ができるのか、伝統を守ることの大切
さや難しさについて、自分たちなりに考え合います。

合掌造りを未来に繋ぐための不変と変化
を考える４年生

　村の魅力を自然・伝統・芸能の視点から見つ
め直し、その魅力を守ることの価値について考
えます。また、村の『観光大使』として、村を訪れる人たちや
村内の人たちに、自分たちが考える白川村の魅力を発信します。

これまでの学びを見つめ、白川村の魅力
を考え、発信する６年生

　伝統行事や芸能について、実際に地域の方へ取材
し、伝統行事や芸能の体験をします。その中で、そ
れらを未来に繋ぐためには、どんな「不変」や「変
化」が必要なのか、４年生での学びを生かしながら、未来へ継
承することの意味や方法を考え合います。

祭りや伝統芸能などを未来に繋ぐための
不変と変化を考える５年生

自然を生かした豊かな（楽しい）生活の仕方を
考える３年生

　山々に囲まれ、厳しい冬の中で工夫してきた村
民の知恵や技を学びます。また、現在の自然を生
かした豊かな（楽しい）生活の仕方を見つめ、自
分たちも自然を生かした楽しく豊かな生活の仕方を考えます。

　南部地区のしらみずの湯の事業者から「平
瀬をさらに盛り上げ、来場者を増やすための
単品メニューを開発してほしい」という依頼
を受け、市場調査をもとに、試行錯誤を重ね
てメニュー開発を行います。

実際の社会の困り感（課題）を調査し、解決する
実践２「しらみずの湯　学園定食プロジェクト」５年生

学園・家庭・地域の共通の願い 

将来の担い手・創り手を育む
ふるさと白川郷を愛し、未来につなぐ白川っ子を育てたい

地域・家庭学　園

子どもたちの「やってみた
い！」を後押しします。 
◆挑戦（自己を鍛え伸ばす）

「子どもと大人がともに楽し
める地域」をめざします。 
◆人とのつながり（相手意識を高める）

「子どもたちの学欲アップ」
をめざします。
◆挑戦（自己を鍛え伸ばす）

結クラス遠足

（年間を通して水曜日業間実施） （ウイーク期間外の実施もある）

LP長会

令和７年度日課表

社会科教室での授業

ICT活用授業

グローバルタイム



【飛騨教育事務所研修校指定（Ｈ30～）】
新たな価値を創造する子の育成
次の学びにつながる「主体性」「見方・考え方」

「知識・技能・概念等」の育成
学習指導2 活動と活動をつなぎ、自主的・

自治的な態度を身に付ける特別活動3
郷土を愛する心をもって自ら未来を切り拓き、
新たな価値を生み出していく力の育成

～「白川村の担い手」から「未来社会の創り手」へ～

「特別の教科」

村民学4 ふるさと白川郷を愛し
未来につなぐ白川っ子を育てたい
～将来の担い手・創り手を育む～

コミュニティ・
スクール5

1年1年
あいさつ

2年2年
げんき

3年3年
給 食

4年4年
コーラス

5年5年
図書・学習

6年6年
環 境

7年7年
健 康

8年8年
生 活

9年9年
結クラス

ふるさと学習ふるさと学習 ひとりだち学習ひとりだち学習

学校運営協議会 

・学校運営の基本方針の承認
・必要な支援等に関する協議
・各部会の活動内容等の協議
・学校評価　　など

将来の担い手・創り手として今　育みたいこと 
◆自己を鍛え伸ばす

【挑戦】
◆相手意識を高める
【人とのつながり】

学校運営協議会と学園職員との熟議

学園では、家庭・地域と共
に未来につなが
る生きる力を育
む学びを進めて
いきます。

僕たちは、いろいろな体験や
人との関わりを通して、知恵

や技、新しいこと
への挑戦や創造を
楽しく学びます。

家庭では、子どもの良さや
個性を引き出し、
夢をもって何でも
挑戦していけるよ
う支えていきます。

地域では、人との関わりの場
や体験や挑戦の
場、貢献や活躍の
場などを増やして
いきます。

学校支援部 地域活動部 家庭サポート部

・地域人材バンク整理
・地域教材収集　など

■活動例
　部会で収集した、デジタル教
材「ゆめ動画」の活用方法につい
て児童生徒会執行部と話し合い、
生徒の意見を取り入れました。

・子どもと大人の関わりづくり
・子どもの活躍、挑戦の場づくり　など

■活動例
　あいさつLPの１年生と共に考
えた、「あいさつにこにこキャン
ペーン」を実施し、これまで以
上に地域の方の朝の声かけが増
えてきました。

・学欲向上に向けた計画シート作成
・テストの振り返り学習シート作成　など

■活動例
　新たに、後期生徒向け「実力テ
スト振り返り学習シート」を作成
しました。自己を見つめ、次への
学びにつなげる生徒の頑張りに、ひ
とことコメントで応援しています。

　義務教育学校ならではの教育課程の編成や教員配置、教育環境などを強みに、子どもたち一人ひとりが学びの主
体者として楽しく学んでいます。
　子どもたちが教科と教科、教科と村民学のつながりや教科内の学びのつながりを自覚し、問題意識をもち、課題
や方法等を自己選択・自己決定したり、試行錯誤したりしながら粘り強く考え、学びの変容を自覚できるようにす
ることで、新たな価値を創造する子の育成を目指しています。

　自主的・自治的な態度やコミュニケーション能力等の育成をめざし、縦割り集団活動や委員会活動等において、
工夫をしています。

　白川村村民憲章をベースに各学年のテーマを設定した「ふるさと学習」
で、白川村の魅力と関わる方々の想いを学びます。その上に、今年度よりス
タートしたアントレプレナーシップ教育「ひとりだち学習」で、「困り感」
を解決する過程を体験し、未来社会の創り手へとつなぎます。

　教科専門性を生かした指導によって、深い学びを生み出すために、教科
担任制を推進しています。低ブロックでは、配置可能な教科で実施し、学
年が上がるごとに緩やかに拡大し、後期課程では完全実施しています。
　また、後期課程では、各教科の教科教室にて授業を行っています。教科特有の備品（学習用
具）や学び方や学習の足跡等の掲示物により、教科の空気を感じながら学びを深めています。

　前期、後期課程間で教職員の移動ができることで教科担任制を行いやすく
したり、全校が落ち着いた環境下で学習ができるようにしたりするため、日
課（ダイヤ）を統一しています。
　前期課程では45分授業を基本とし、その後５分間を復習や仲間や先生に
質問する時間とするなど、柔軟に活用しています。

前期、後期課程同一の日課運用前期、後期課程同一の日課運用
　「結クラス」で、授業を除く１日の活動を１週間共に行います。LPをもとに一人一役を担い、
責任を果たそうと頑張る中で、上級生へのあこがれや一人ひとりの自己有用感を生み出していま
す。以下が具体的な活動内容です。

　いわゆる委員会活動を、学年による縦割りではなく、各学年が担っ
ています（下図参照）。どの学年も全校を見つめ、全校のためにできる
ことを考えて発信し、全校のリーダーとなることができます。

　業間（青空タイム）の遊びを自分たちで考
え、９学年がそろって楽しみます。

 全校テーマ（学校生活に関すること、自分た
ちが興味をもっていることなど）を決め、結
クラスごとに意見交流を行います。

１～９年生縦割り集団「結クラス」による「結クラスウイーク」の実施（年間４回）１～９年生縦割り集団「結クラス」による「結クラスウイーク」の実施（年間４回）

「リーダープロジェクト（LP）」による児童生徒会活動「リーダープロジェクト（LP）」による児童生徒会活動

「教科担任制」の実施と教科教室の設置「教科担任制」の実施と教科教室の設置

　校内Wi-fi環境下で一人一台タブレット端末を活用した授業改善を進め
ています。全教科で導入しているデジタル教科書や教員が独自に作成し
た教材を各教室備え付けのプロジェクターで黒板に投影して授業を進め
たり、学習支援ソフト（ドリルアプリ）を使った基礎的・基本的な内容の定着、授業支援ソフト
を使った協働的な学びを行ったりと、授業改善を加速させています。

授業におけるICT機器等の有効活用授業におけるICT機器等の有効活用

　特別の教育課程を編成し、１、２年生では「触れる、楽しむ」英語授
業を年間18時間、３、４年生では「慣れる、親しむ」英語授業を年間
35時間実施しています。また、週１回昼休みに「グローバルタイム」を
実施し、ALTを中心に子どもたちが英語を楽しむ時間を生み出しています。このことは、白川村
の魅力を世界に発信したり、国外からの来訪者と主体的にコミュニケーションを図ったりできる
グローバル人材の育成にも寄与しています。

１年生から触れ、親しむ英語学習１年生から触れ、親しむ英語学習

結クラス遊び

 ランチルームで、楽しくコミュニケーション
を図りながら、給食をいただきます。

結クラス給食

 結クラスウイーク
１回目（５月）の期
間中に実施し、荻町
地内へ出かけます。

結クラス給食

　環境リーダーの６年生を中心に役割分担をし、
掃除を行います。優しく教える姿が素敵です。

結クラス掃除

結クラストーク

　児童生徒会スローガンの達成を目指し、全校を見つめます。仲間のよさや頑張りを集会や
放送で紹介したり、学園の問題点をLP長会で投げかけたりして、学園の生活を高めます。

　各学級の代表（LP長）が月１回程度集まり、活動の状況を報告したり、学園全体の課題を
共有し、解決策を検討したりして、学園の生活を高めます。

生徒会執行部

LP長会
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　本物に触れる豊かな体験を通して、白川村、村
民の中に根付いている魅力を体得し、表現してい
く力を育てる

　春夏秋冬、白川村の魅力を五感で感じながら、
季節によっていろいろな楽しみ方があることを
学びます。白川村の自然の魅力を、家族や地域の人に語ります。

＊「サバイバル学習」や「白川びと学」等においても、自然や地域を学んでいます。

　社会の中にある「困り感」から課題を見いだ
し、それらを解決するために仲間と協働して挑戦
したり失敗を生かしながらやり抜いたりすること
を通して、社会の一員として新たな価値を創り出
していく力を育てる白川村の自然の中でたっぷり楽しむ１年生

　いくつかのテーマをもとに、誰がどんな困り感をもっているか調査し、興味をもった困り感を選択して、解決のため
の方法をアイデアシートに記します。目的別異年齢のチームを編成し、社長、販売、製造・調達、広報、会計等の役割
分担を行い、ビジネスモデルを作成してアイデアを練り上げます。

「白川郷学園ビジネスコンテスト」（７～９年合同、興味、関心別のグループ）７～９年生

　身の回りにある物がどんな困り感から創り出さ
れたのか、クイズをつくりながら考えます。

困り感（課題）を見つける
「これってどうしてつくられたの？」１年生

　家族の困り感を解決するための道具を発明し、設計図を書こ
う。発明道具の設計図をプレゼンし評価し合います。

身近な困り感の解決策を考える
「家族の困りごとを解決する発明！」２年生

　日常で使うコップ。使う人や使う場面によっ
て生じる困り感を調査します。
　そして、その困り感の解決のためのコップデ
ザインを考え、そのデザインのアイデア大会
（プレゼン）を行います。

社会の困り感（課題）を見つけ、解決策を考える
「コップのデザイン、アイデアピッチ大会」３年生

　旧遠山家の学芸員さんから、来館者数を伸ば
したいという願いを聞き、オリジナル商品開発
に向けて市場調査をします。
　調査結果をもとに商品開発（試作品、設計
図、レシピ）し、プレゼンをします。

実際の社会の困り感（課題）を調査し、解決する
実践１「旧遠山家　オリジナル商品開発プロジェクト」４年生

　起業体験プログラムから会社の立ち上げの仕方
を学びます。（加えて、ふるさと学習「観光ガイ
ド」を、観光客の視点で質的に高めます。）

会社立ち上げから決算までを学ぶ
「ビジネスチャレンジ！」６年生

　自然に関わる仕事や活動を体験し、自然を大
切にすることの意味やよさを考えます。また、
自然を大切にするために、自分たちが出来ることを仲間、地域
の方、家族と考え合います。

自然にかかわる仕事や活動を体験する２年生

　合掌造りについて、他地域と比較したり、そ
の技術を体験したりします。その中で、合掌造
りを未来に繋ぐために何ができるのか、伝統を守ることの大切
さや難しさについて、自分たちなりに考え合います。

合掌造りを未来に繋ぐための不変と変化
を考える４年生

　村の魅力を自然・伝統・芸能の視点から見つ
め直し、その魅力を守ることの価値について考
えます。また、村の『観光大使』として、村を訪れる人たちや
村内の人たちに、自分たちが考える白川村の魅力を発信します。

これまでの学びを見つめ、白川村の魅力
を考え、発信する６年生

　伝統行事や芸能について、実際に地域の方へ取材
し、伝統行事や芸能の体験をします。その中で、そ
れらを未来に繋ぐためには、どんな「不変」や「変
化」が必要なのか、４年生での学びを生かしながら、未来へ継
承することの意味や方法を考え合います。

祭りや伝統芸能などを未来に繋ぐための
不変と変化を考える５年生

自然を生かした豊かな（楽しい）生活の仕方を
考える３年生

　山々に囲まれ、厳しい冬の中で工夫してきた村
民の知恵や技を学びます。また、現在の自然を生
かした豊かな（楽しい）生活の仕方を見つめ、自
分たちも自然を生かした楽しく豊かな生活の仕方を考えます。

　南部地区のしらみずの湯の事業者から「平
瀬をさらに盛り上げ、来場者を増やすための
単品メニューを開発してほしい」という依頼
を受け、市場調査をもとに、試行錯誤を重ね
てメニュー開発を行います。

実際の社会の困り感（課題）を調査し、解決する
実践２「しらみずの湯　学園定食プロジェクト」５年生

学園・家庭・地域の共通の願い 

将来の担い手・創り手を育む
ふるさと白川郷を愛し、未来につなぐ白川っ子を育てたい

地域・家庭学　園

子どもたちの「やってみた
い！」を後押しします。 
◆挑戦（自己を鍛え伸ばす）

「子どもと大人がともに楽し
める地域」をめざします。 
◆人とのつながり（相手意識を高める）

「子どもたちの学欲アップ」
をめざします。
◆挑戦（自己を鍛え伸ばす）

結クラス遠足

（年間を通して水曜日業間実施） （ウイーク期間外の実施もある）

LP長会

令和７年度日課表
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◆学びづくり
　〇自己調整しながら基礎的・基本的な内容を確実に定着できる学び
　〇仲間と協働し、新たな価値や納得解を創造する探究的な学び

◆心づくり
　〇非認知能力を高め、生き抜く力を育む豊かな心、たくましい体づくり
　〇自分も仲間も大切にするためによく考え、行動できる人権教育の推進
　〇白川村の将来の創り手を育てる村民学のアップデート

◆仲間づくり
　〇当事者意識をもち、自分や自分たちの生活をよりよくしようと取り組む
ことができる活動づくり

　〇自己指導能力を高める活動づくり

学園の教育目標

志を高くもって失敗を恐れず挑戦し、最後までやり抜く力挑　戦

創　造

貢　献

ひとりだち

■育成をめざす資質・能力

誰もが９年先の自分を描き、 
　　９年前を振り返ることができる学校教育目標・教育課程

結クラス…１～９年生縦割り６班での活動（結クラスweek、結ク　　ラス遊び、結クラス給食、結クラス遠足、結クラストーク等）

（小学校学習指導要領を準用）
後 期 課 程

（中学校学習指導要領を準用）

低ブロック低ブロック 中ブロック中ブロック 高ブロック高ブロック
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

健康で意欲的な子ども

〇心と身体の健康を育む
〇挑戦する意欲を大切に
する
○豊かな人間関係を築く
○自然や社会と触れ合う
体験を大切にする

〇なりたい自分実現
・進路選択、進路実現
〇自分の成長の実感
・９年間の確かな足跡をも
とに自信と誇りに結ぶ

〇ふるさと白川村に誇りを
もって生きる

・ふるさと白川村を心の拠
り所として、グローバル
な視野で活躍できる

白川保育園

課　程

ブロック

教科授業
英語授業
村民学

ふるさと学習
ひとりだち学習

白 川 郷  学 園 15歳のひとりだち

1

学　年

ブロック
各学年

全校

教職員 低ブロック長・１～４年生担任・教務主任・栄養教諭

配置可能な教科で教科担任制
年間 17ｈ・18ｈ

大好きな自然

困り感って？ 家族の困り感 社会の困り感 解決策実践１ 解決策実践２ 観光客の困り感

自然を生かす 自然との共生 合掌造り 伝統行事・芸能 白川村観光大使

□学園行事（入学式、１年生を迎える会、部活動壮行会、体育大会、９年　　生ありがとうの会、卒業式）
□学園集会（児童生徒会主催）…１～９年生が一同に会し児童生徒会の　　取組を考える
□学園リーダープロジェクト…各学年がそれぞれの役割を担って全校の　　ために活動を行う

□低ブロック集会
□保育園交流（１年生）

□中ブロック集会
□部活動体験
□修学旅行（６年生）

□高ブロック集会　
□部活動入部（任意）・制服着用
□宿泊研修（８年生）
□研修旅行（９年生）

年間 35ｈ 年間 70ｈ 年間 140ｈ
教科担任制を　　ゆるやかに拡大 完全教科担任制、教科センター方式

中ブロック長・５，６年生担任
副担任・養護教諭

高ブロック長・７～９年生担任・養護教諭

前 期 課 程

互いのよさや違いを認め合いながら新たな価値を創り出す力

自分も他人も幸せになることを考え、行動できる力

保育園交流（１年生）
卒業証書授与式

白川郷学園ビジネスコンテスト
(７～９年生合同、興味・関心別グループ編成 )

◆学びづくり
　〇自己調整しながら基礎的・基本的な内容を確実に定着できる学び
　〇仲間と協働し、新たな価値や納得解を創造する探究的な学び

◆心づくり
　〇非認知能力を高め、生き抜く力を育む豊かな心、たくましい体づくり
　〇自分も仲間も大切にするためによく考え、行動できる人権教育の推進
　〇白川村の将来の創り手を育てる村民学のアップデート

◆仲間づくり
　〇当事者意識をもち、自分や自分たちの生活をよりよくしようと取り組む

ことができる活動づくり
　〇自己指導能力を高める活動づくり

学園の教育目標

志を高くもって失敗を恐れず挑戦し、最後までやり抜く力挑　戦

創　造

貢　献

ひとりだち

■育成をめざす資質・能力

誰もが９年先の自分を描き、 
　　９年前を振り返ることができる学校教育目標・教育課程

結クラス…１～９年生縦割り６班での活動（結クラスweek、結ク　　ラス遊び、結クラス給食、結クラス遠足、結クラストーク等）

（小学校学習指導要領を準用）
後 期 課 程

（中学校学習指導要領を準用）

低ブロック低ブロック 中ブロック中ブロック 高ブロック高ブロック
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

健康で意欲的な子ども

〇心と身体の健康を育む
〇挑戦する意欲を大切に
する

○豊かな人間関係を築く
○自然や社会と触れ合う
体験を大切にする

〇なりたい自分実現
・進路選択、進路実現
〇自分の成長の実感
・９年間の確かな足跡をも
とに自信と誇りに結ぶ

〇ふるさと白川村に誇りを
もって生きる

・ふるさと白川村を心の拠
り所として、グローバル
な視野で活躍できる

白川保育園

課　程

ブロック

教科授業
英語授業
村民学

ふるさと学習
ひとりだち学習

白 川 郷  学 園 15歳のひとりだち

1

学　年

ブロック
各学年

全校

教職員 低ブロック長・１～４年生担任・教務主任・栄養教諭

配置可能な教科で教科担任制
年間 17ｈ・18ｈ

大好きな自然

困り感って？ 家族の困り感 社会の困り感 解決策実践１ 解決策実践２ 観光客の困り感

自然を生かす 自然との共生 合掌造り 伝統行事・芸能 白川村観光大使

□学園行事（入学式、１年生を迎える会、部活動壮行会、体育大会、９年　　生ありがとうの会、卒業式）
□学園集会（児童生徒会主催）…１～９年生が一同に会し児童生徒会の　　取組を考える
□学園リーダープロジェクト…各学年がそれぞれの役割を担って全校の　　ために活動を行う

□低ブロック集会
□保育園交流（１年生）

□中ブロック集会
□部活動体験
□修学旅行（６年生）

□高ブロック集会　
□部活動入部（任意）・制服着用
□宿泊研修（８年生）
□研修旅行（９年生）

年間 35ｈ 年間 70ｈ 年間 140ｈ
教科担任制を　　ゆるやかに拡大 完全教科担任制、教科センター方式

中ブロック長・５，６年生担任
副担任・養護教諭

高ブロック長・７～９年生担任・養護教諭

前 期 課 程

互いのよさや違いを認め合いながら新たな価値を創り出す力

自分も他人も幸せになることを考え、行動できる力

保育園交流（１年生）
卒業証書授与式

白川郷学園ビジネスコンテスト
(７～９年生合同、興味・関心別グループ編成 )

令和７年度　主な行事予定　

校舎配置図

１学期始業式、入学式（１年）
ドキドキがワクワクにかわる会
（１年生を迎える会）
命を守る訓練
交通安全教室
授業参観・PTA総会・学級懇談会

スポーツテスト（１～９年）
PTA資源リサイクル活動
結クラスweek１（結クラス遠足）
観光大使任命式（6年）
引渡訓練

琴臣先生「和心の授業」
火山学習（７年）
中体連壮行会（１～９年）
部活動中体連
修学旅行（６年）
PTA家庭教育学級講演会　
宿泊研修（８年）、担い手体験（７年）

住民健診（９年）
授業参観・学級懇談会
夏休み前集会
三者懇談（全学年）

１学期終業式
白川郷ふるさとウィーク
２学期始業式
研修旅行（９年）
PTA資源リサイクル活動

地域公開日、未来会議
白川村民文化祭参加（１～９年）
結クラスweek３
飛騨教育事務所指定研修校公表会
茅刈り（６～９年）
琴臣先生「和心の授業」
三者懇談（９年）

薬物乱用防止教室　
三者懇談（１～８年）
冬休み前集会

冬休み明け集会
書初め展（１～９年）　
実力テスト（７～９年）
スキー教室（１～８年）
命を守る訓練

結クラスweek４
９年生ありがとうの会
学級懇談会
標準学力検査（１～６年）

卒業証書授与式（９年）
公立高校入試（９年）
児童・生徒会役員選挙（４～８年）
修了式、離任式

PTA環境整備作業
夏休み明け集会
実力テスト（７～９年）

体育大会　
結クラスweek２
児童生徒会役員選挙（５～９年）
白川郷ふるさとウィーク
火山学習（７年）

4月 10月

11月

12月

1月

2月

3月

5月

6月

7月

8月

9月

節目となる行事　　児童・生徒会行事　　PTA活動

入学式（１年）

結クラス遠足

琴臣先生「和心の授業」

担い手体験（７年）

体育大会

研修旅行（９年生）

茅刈り（６～９年生）

地域公開日での未来会議

雪上運動会

９年生ありがとうの会

15才の「ひとりだち」に責任をもつ

義務教育学校（H29～）コミュニティ・スクール（H25～）
白川村立白川郷学園

「夢」「ひとりだち」応援

令和７年度版 【開校９年目】

〒501-5629  岐阜県大野郡白川村鳩谷614番地の1
TEL（05769）6-1366　FAX（05769）6-1903
E-mail:shirakawago-gakuen@shirakawa-go.org
https://www.shirakawa-go.org/school/
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